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令和３年１月２１日



1. 要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会の
開催目的について（P.2～P.3）

2. 避難確保計画作成の必要性について（P.4～P.7）

3. 段階的に発表する防災気象情報の避難行動への活用に
ついて（P.8～P.24）

4. 水害・土砂災害避難確保計画に記載する情報入手方法
（福井県河川砂防情報システム）（P.25～P.31）

5. 洪水浸水想定区域図について（P.32～P.43）

6. 土砂災害警戒区域について（P.44～P.54）

7. 避難確保計画の作成方法について（P.55～P.86）

8. 今後の予定等

本日の講習会プログラム

○洪水・土砂災害に係る避難確保計画の作成にあたっては、過去の災害教訓、地域の水害・土砂災害特性
（既往の水害、土砂災害、洪水・土砂災害ハザードマップ）、避難のために必要な防災情報の入手方法等
に関する正しい理解が必要となります。

○本日の講習会では、これらの詳しい内容について、以下のプログラムによる講習会を行います。
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要配慮者利用施設の避難確保計画作成
に係る講習会の開催目的について

国土交通省 近畿地方整備局
福井河川国道事務所



○要配慮者利用施設の「避難確保計画の作成」及び「避難訓練」が義務化されました。
・水防法及び土砂災害防止法の改正（H29.6）により、洪水による浸水が想定される区域や土砂災害(特別)警戒区域内で地域防災
計画で定められた要配慮者利用施設について、避難確保計画の作成及び訓練の実施が義務化されました。

・計画を作成しない場合には、市町村長からの指示、それに従わない場合にはその旨が公表されます。

・令和2年1月1日時点での要配慮者利用施設（77,964施設）のうち、計画作成済施設は37,659施設（約48.3％）です。

・国土交通省・県では、2021年度（令和3年度）までに作成率を100％とし、逃げ遅れによる人的被害ゼロの実現を目指しています。

１．避難確保計画の義務化の背景
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避難確保計画作成の必要性について

国土交通省 近畿地方整備局
福井河川国道事務所



年月 災害名 被害の概要

平成27年9月 関東・東北豪雨

関東地方では、台風第１８号から変わった低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響で、記
録的な大雨となり、栃木県日光市五十里観測所で、観測開始以来、最多の24時間雨量551mmを記録す

るなど、各観測所で観測史上最多雨量を記録
常総市で、鬼怒川の堤防が約200m決壊。決壊に伴う氾濫により常総市の約1/3の面積に相当す
る約40km2が浸水し、決壊箇所周辺では、氾濫流により多くの家屋が流出するなどの被害が発生。

平成28年10
月

台風第7号、第9
号、第10号、第11
号
（相次いで台風が発生）

北海道への３つの台風の上陸、東北地方太平洋側への上陸は、気象庁統計開始以来初。
北海道や東北地方の河川で堤防が決壊、越水し、合わせて死者24名、行方不明者5名など各地で多く
の被害が発生

平成29年7月
九州北部豪雨、
梅雨前線に伴う
大雨

福岡県筑後地方北部で積乱雲が次々と発生し、線状降水帯が形成され、福岡県筑後地方及び大分
県のほぼ全域に大雨特別警報が発表された。桂川、彦山川、大肥川、花月川が氾濫した。土砂崩
れ等による大量の流木が流れ、破壊力が増し家屋に大きな被害が生じた
秋田県でも梅雨前線により2日間の降水量が300mmを越える大雨となり、雄物川では氾濫危険水位を
越え、秋田市の椿川観測所では観測史上最高水位を観測、無堤部から溢水し浸水被害が発生した

平成30年7月
平成30年7月豪
雨

梅雨前線が日本付近に停滞し、また台風7号の北上により日本付近に暖かく非常に湿った空気が供給
され続け、大雨となりやすい状況が続いた。このため、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的
な大雨となり、6月28日～7月8日までの総雨量が、7月の月降水量平年値の4倍となる大雨になったと
ころがある。

西日本を中心に広域的かつ同時多発的に、河川の氾濫、がけ崩れ等が発生。
死者237名、行方不明者8名、家屋被害50,470棟の極めて甚大な被害が広範囲で発生。
※被害情報は平成31年1月9日17時00分時点内閣府資料

令和元年10
月

台風第19号

10月12日～13日に関東甲信地方、東北地方を中心に広範囲で記録的な大雨となり、神奈川県箱根町
で総雨量1000mmに達し、13都県に大雨特別警報が発表された。
長野県の千曲川など7県140箇所で堤防決壊が発生するとともに、20都県935箇所で土砂災害が発生。
被害の特徴として、雨が止んで時間が経過してから下流が氾濫、バックウォーター現象により支川で氾
濫。

令和２年７月 梅雨前線豪雨
国が管理する筑後川他５河川で決壊等による氾濫が発生。浸水面積は合計約１２９０ha。
２か所で決壊、１１箇所で氾濫した球磨川水系球磨川では、浸水面積は約１０６０ha。
土砂災害発生件数は５５３件（３３府県２０８市町村）、死者１５名。

頻発・激甚化する風水害・土砂災害の被害
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１．避難確保計画作成の必要性

■要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する者）は、一般的な住民に比

較して、避難等に多くの時間を要する可能性があります。近年の風水害の

被災事例でも、社会福祉施設の逃げ遅れによる被害が報告されています。

■「水害・土砂災害時の適切な避難判断」には「平常時にどこまでイメージで

きているか」が大切な備えとなります。

■水害・土砂災害時に起こりうる状況をイメージするためには、今回の水防法・土

砂災害防止法改正による要配慮者利用施設の避難確保計画作成の義務化をきっか

けとして、自施設や周辺の水害・土砂災害リスクについて理解を深める

ことが第一歩となります。

■その上で「どこに」「いつ」「どうやって」避難するかを検討し、避難確保

計画として整理しておくことが、逃げ遅れによる被害の回避の助けとなりま

す。
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施設長の声
「日頃から避難訓練をし
ていたこともあり、けが人
を出さずにすんでよかっ
た」（NHK報道より）

○令和元年10月12日、土砂災害の危険性が高まり避難勧告が発令、その後避難指示に切り替わった。

○特別養護老人ホームにおいて、近くの山から発生した土石流により、施設１階部分に土砂が流入したが、
職員が１階にいた施設利用者27名を2階へ移動させていたため、利用者及び職員全員が無事だった。

○同施設は、土砂災害警戒区域内に位置しており、作成していた避難確保計画に基づき日頃から避難訓練
を実施していた。

【災害の経緯】令和元年１０月１２日
AM10:37 土砂災害警戒情報発表
AM11:00 避難勧告発令
PM 1:15 避難指示発令
PM 7:30頃利用者及び職員全員2階へ避難
PM 8:00頃施設1階に大量に土砂が流入

避難訓練実施状況（令和元年6月）

写真提供：静岡県

避難確保計画により助かった事例（令和元年台風19号 静岡県小山町）

日頃の訓練
の成果

被災状況：施設1階に土砂が流入（高さ1.6m）

２階に避難して全員無事
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段階的に発表する
防災気象情報の活用について

福井地方気象台
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いつでも避難ができるよう準備

特別警報
数十年に一度の大雨

重大な災害*が起こるおそれが著しく大きい
（重大な災害 ：被害が広範囲または激甚な災害）

警報
数時間～2時間前 重大な災害が起こるおそれがある

注意報
半日～数時間前

災害が起こるおそれがある

気象情報
大雨の約1日前 大雨の可能性が高くなる

気象情報・空の変化に注意

災害に備えた早めの準備

土砂災害警戒情報

指定河川洪水予報

記録的短時間
大雨情報

市町からの
避難情報

避難準備・
高齢者等避難

開始
※「避難準備情報」から名称変更

避難勧告 ・速やかに（または直ちに）
避難

・移動が困難な場合は、
家の中の安全な場所へ

避難指示
（緊急）

台風発生 台風予報

段階的に発表する防災気象情報の活用
福井地方気象台
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危険度の高まりに応じて段階的に発表する防災気象情報とその利活用
福井地方気象台

市町の対応

10

大雨
特別警報

※可能な範囲で発令
・ 大雨特別発表時は、避難勧告等
の対象範囲を再度確認

災害発生情報
命を守るための最善の行動をとる

・ 大雨特別発表時は、災害が起きないと思
われているような場所でも危険度が高まる
異常事態であることを踏まえて対応する

危険な区域からまだ避難できていない方は、

２

３

４



•台風の1日（24時間）先まで
の12時間刻みの予報を3時間
ごとに発表し、さらに5日（120
時間）先までの24時間刻みの
予報を6時間ごとに発表
※雨量や最大風速などの予測は、
「台風に関する気象情報」とし
て発表

• 土砂災害・水害・高潮災害から命を
守るための立ち退き避難の必要な
地域に施設がある場合

台風の接近による暴風
で屋外を移動できなく
なる前に早めの避難

予報円 ︓70%の確率で台風の中心が位置すると
予想される範囲

暴風域 ︓平均風速25m/s以上の風（非常に強い風）
が吹いているか、吹く可能性がある範囲

強風域 ︓平均風速15m/s以上の風（強い風）
が吹いているか、吹く可能性がある範囲

求められる行動

台風予報
福井地方気象台
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・５日先までに命に危険が及ぶような警報級の現象が予想されているとき
には、その可能性を［高］［中］の２段階で発表。

警報級の可能性の情報
福井地方気象台

気象情報やハザードマップを確認

• 日頃から天気予報を確認

• 施設の所在地やその近隣にある土砂災害警戒
区域・浸水想定区域等の危険な箇所を改めて
確認

• 避難場所や避難ルートを改めて確認

求められる行動 Point
備えは大丈夫︖

大雨の
数日 ～
約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報
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大雨
特別警報
市町単位で
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大雨に関する福井県気象情報 第１号
令和元年８月２７日１７時００分 福井地方気象台発表

（見出し）
福井県では、２８日夜のはじめ頃から２９日にかけて、土砂災害に警戒してください。

（本文）
［要因］
前線が黄海から西日本を通り、日本の東にのびています。この前線上の山陰沖には、低気圧があって東北
東に進んでいます。この低気圧は、２８日にかけて日本海を発達しながら進み、２８日夜には秋田沖に達す
る見込みです。２９日にかけて前線は活動が活発で、東日本付近に停滞するでしょう。
このため福井県では、２８日未明から２９日にかけて、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、大気
の状態が不安定となる見込みです。

［雨の予想］
福井県では、２８日明け方から雷を伴って１時間に３０ミリの激しい雨の降る所があるでしょう。
２８日１８時までの２４時間に予想される降水量は、多い所で、
嶺北 １５０ミリ
嶺南 １３０ミリ
その後、２９日１８時までの２４時間に予想される降水量は、多い所で、
福井県 ５０から１００ミリ
の見込みです。

［防災事項］
土砂災害に警戒してください。
また、低い土地の浸水、河川の増水、落雷や突風に注意してください。

［特記事項］
今後発表する警報、注意報、気象情報などに留意してください。

［情報の発表予定］
次の「大雨に関する福井県気象情報」は、２８日６時頃に発表する予定です。

・「警報や注意報に先立って現象を予告し、注意を呼びかける」役割があり
ます。24時間から2～3日先に災害に結びつくような激しい現象が発生す
る可能性のあるときに発表。

警戒すべき
防災事項を記述

予想される注意警戒期
間、ピーク時間、雨量等
の最大値を記述

気象の見通しを記述

気象情報（警報･注意報に先立って発表）
福井地方気象台

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報
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・注意報は、災害が起こるおそれのあるときに注意を呼びかけて行う予報。
・警報の発表が見込まれる場合は、その旨を記述。

注意報（警報の発表が見込まれる場合はその旨を明記）
福井地方気象台

14

最新の情報を把握して、災害に備えた早めの準備求められる行動
発表中の注意報に「夜間に大雨警報発表の可能性

が高い」旨の記載がされている

住んでいる場所が土砂災害警戒区域・危険箇所等にある
早めの避難︕︕

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報
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砂
災
害
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戒
情
報

記
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間
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雨
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報
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・重大な災害が起こるおそれのあるときに警戒を呼びかけて行う予報。
・現象の起こる地域や時刻、激しさの程度などの予測が変わったときは、
発表中の内容を更新して再発表。

警報（重大な災害の恐れに警戒を呼びかけ）
福井地方気象台

・土砂災害警戒区域等に住んでいる場合は、地元市町からの
避難に関する情報に留意するとともに「大雨警報（土砂災害）
の危険度分布」を確認し、速やかに避難
・避難しようとしたときに大雨や暴風で屋外に出るとかえって生命
に危険が及ぶ場合は、崖や沢からなるべく離れた２階以上の部
屋で待避

求められる行動
Point

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報
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○○県の注意警戒事項
【特別警報（大雨）】○○県に特別警報を発表しています。土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水
に最大級の警戒をしてください。

・警報の発表基準をはるかに超える豪雨等が予想され、重大な災害のお
それが著しく高まっている場合に発表。

特別警報（重大な災害の恐れが著しく高まっている）
福井地方気象台

求められる行動
• 既に重大な災害が発生している可能性があるため、特
別警報を待って避難を開始するのではなく、特別警報
が出た時点で既に避難が完了していることが望ましい。

• 万が一、対応をしていなかった場合は、直ちに地元市町
の避難に関する情報に従うなど適切な行動を!!

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報
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大雨
特別警報
市町単位で
発表



危険度分布
福井地方気象台

＜気象庁ホームページ＞

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報

大雨警報（土砂災害）の危険度分布

洪水警報の危険度分布
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大雨
特別警報
市町単位で
発表



【参考】令和元年8月22日の土砂災害危険度（あわら市・坂井市）

土砂災害
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【参考】平成28年台風10号時の洪水警報危険度（岩手県岩泉町）

（写真：気象庁）

洪水害
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・大雨警報(土砂災害)が発表されている状況で、土砂災
害発生の危険度が非常に高まったときに、対象となる市
町を特定して福井県と福井地方気象台が共同で発表
・明記された市町は、避難の必要な土砂災害が、いつ発
生してもおかしくない状況が間際に迫っている（すでに発
生しているところがあるかもしれない）ことを意味する情報

土砂災害警戒情報
福井地方気象台

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報
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大雨
特別警報
市町単位で
発表



【気象庁と国土交通省または都道府県の共同発表】 あらかじめ、洪水により国民
経済上重大または相当な損害を生じるおそれがある河川を指定し、その河川に対
して洪水警報等を発表。（指定河川洪水予報）

指定河川洪水予報
福井地方気象台

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報

洪水予報の標題（種類） 発表基準 市町・住民に求める行動の段階

○○川氾濫発生情報
（洪水警報） 氾濫の発生 氾濫水への警戒を求める段階

○○川氾濫危険情報
（洪水警報）

氾濫危険水位
（レベル４水位）に到達

いつ氾濫してもおかしくない状態
避難等の氾濫発生に対する
対応を求める段階

○○川氾濫警戒情報
（洪水警報）

一定時間後に氾濫危険水位（レベル４水位）に
到達が見込まれる場合、

あるいは避難判断水位（レベル３水位）に
到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合

避難準備などの氾濫発生に対する
警戒を求める段階

○○川氾濫注意情報
（洪水注意報）

氾濫注意水位（レベル２水位）に到達し、
さらに水位の上昇が見込まれる場合

氾濫の発生に対する
注意を求める段階

九頭竜川水系日野川中流氾濫警戒情報
九頭竜川水系日野川中流洪水予報第○号
洪水警報
令和○年〇月○日○時○分
福井県土木部砂防防災課
福井地方気象台 共同発表

（見出し）
【警戒レベル４相当情報［洪水］】九頭竜
川水系日野川中流では、氾濫危険水位に到
達する見込み
（主文）
【警戒レベル４相当】日野川の糺橋水位観
測所では・・・（中略）
市町からの避難情報に十分注意するとともに、
適切な防災行動をとって下さい。（以下略）

日野川
中流の例
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大雨
特別警報
市町単位で
発表



・大雨警報を発表中、県内で数年に一度程度しか発生
しないような短時間の大雨を実際に観測・解析したときに
発表。 （福井県の基準︓１時間雨量80mm以上）

福井県記録的短時間大雨情報 第○号
令和 ○年 ○月〇日 ○時 ○分 気象庁発表

○〇時福井県で記録的短時間大雨
○○市〇〇付近で約〇〇ミリ

記録的短時間大雨情報
福井地方気象台

Point

求められる行動
• 土砂災害や浸水害の危険のある場所に住んでいる場
合は、地元市町からの避難に関する情報に留意するとと
もに早めの避難

• 大雨や暴風で避難所への移動が危険な
場合は、近隣の安全な場所や２階以上
の少しでも安全な場所へ退避

大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

天気予報の
発表地域
ごとに発表

市町単位で
発表

市町単位で
発表

気象庁の情報

危
険
度
分
布

気象情報
（随時）

予報官
コメント
（随時）

早期
注意情報
(警報級の
可能性)

大雨注意報

大雨警報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

指
定
河
川
洪
水
予
報
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大雨
特別警報
市町単位で
発表



大雨の
数日
～

約1日前

気象状況

大雨の
数時間～
２時間
程度前

大雨の
半日～
数時間前

チェックすべき気象情報

雨が降り始める

数十年に一度の
大雨

数日後までに
警報級の現象発生の
可能性が予想され、大
雨の可能性が高くなる

雨が強さを増す

大雨となる

大雨が一層
激しくなる

チェックポイント

数日先までの天気の傾向を確認

天気が悪くなりそうな時は、気象情報や警報級の現象の見込みに留意

天気が悪くなってきたら、雨の降り方や風の強さ、雷等をチェック

危険度の高まりを確認

１時間前から１時間後までの雨の降り方をチェック

【重要】現象があまり激しくならない段階で必要な行動を起こす
・・・を意識し、防災気象情報をチェック

【キーワード】「大気の状態が不安定」「荒れた天気」「大雨」等

【重要】早めの体制確保・・・を意識し、防災気象情報をチェック

【重要】念のため、連絡体制や要員の確保、資機材等の確認
・・・を意識し、防災気象情報をチェック

週間天気予報

台風情報 天気予報

気象情報 警報級の可能性

アメダス

気象レーダー
注意報

警報
危険度分布

高解像度降水ナウキャスト

【重要】自治体の発令する避難に関する情報、河川管理者からの情報等
に十分留意

【重要】地元気象台の発表する最新の気象情報に留意

指定河川洪水予報

土砂災害警戒情報

既に実施済みの措置の内容を再度確認
【重要】「特別警報」は警報の基準をはるかに超える状況で発表される。

既に災害が発生している場合もあり得るため、必要な措置は
「特別警報」が発表される前にすべて完了していることが基本。

記録的短時間大雨情報

【重要】どこで、どのような危険が切迫しているのか危険度分布をこまめに確認

防災気象情報のチェックポイント
福井地方気象台

特別警報
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自分のいる場所の「危険度分布」をワンタッチで表示

大雨警報(浸水害)
の危険度分布

洪水警報の
危険度分布

高解像度降水
ナウキャスト

大雨警報（土砂災
害）の危険度分布

現在位置を取得し
周辺を表示

24
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水害・土砂災害避難確保計画に記載する
情報入手方法

（福井県河川砂防情報システム）

福井県 土木部 砂防防災課
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（１）気象情報

１．水害に関する情報の入手方法

福井県河川砂防総合情報システム

＜インターネット版のトップページ＞

①福井県河川砂防総合情報システムで検索

○県では、「福井県河川・砂防総合情報」で、雨量、河川水位、カメラ画像等の各情報をリアルタイムで提供

「雨量」、「河川水位」、「河川カメラ」

の各観測情報を見る場合には、

ここをクリック
i-ameメールを登録する場合

【i-ameメール】

河川や土砂災害の危険情報を
メールでお知らせ
（情報の種類・対象市町は登録時に選択可能）

携帯・ｽﾏﾎ
http://i-ame.ame.pref.fukui.lg.jp/

http://i-ame.ame.pref.fukui.lg.jp/


福井県河川砂防情報システムでは、気象庁からの最新の気象情報を確認す
ることができます。避難行動を開始するために必要となる情報です。

27

（２）洪水予報、気象警報等情報、レーダー雨量情報

レーダー雨量情報

気象警報等の情報

気象庁発表文

レーダー雨量情報

洪水予報

１．水害に関する情報情報の入手方法



福井県河川砂防情報システムでは、県内各所に設置された計測装置にて、
降雨量や河川の水位など観測情報をリアルタイムで表示します。避難行動を
開始するために必要な情報です。

県内河川の雨量・水位状況表示
河川カメラ映像の表示

28

（３）降雨・水位情報

１．水害に関する情報情報の入手方法



２．土砂災害に関する情報の入手方法

29

福井県河川砂防総合情報システム

＜インターネット版のトップページ＞

①福井県河川砂防総合情報システムで検索

○県では、「福井県河川・砂防総合情報」で、土砂災害の危険性が高まっている地域を、危険度に応じたメッシ
ュ情報で提供

「土砂災害危険度情報」を見る場合に
は、ここをクリック i-ameメールを登録する場合

【i-ameメール】

河川や土砂災害の危険情報を
メールでお知らせ
（情報の種類・対象市町は登録時に選択可能）

携帯・ｽﾏﾎ
http://i-ame.ame.pref.fukui.lg.jp/

http://i-ame.ame.pref.fukui.lg.jp/


２．土砂災害に関する情報の入手方法

①クリック

大土砂災害の危険度

危険度の高まりを４段階で表示

②クリック

土砂災害危険度情報

土砂災害警戒情報
の発表市町

参考：気象庁ＨＰでも提供しています

詳細（1km×1km）に危険度を表示

・土砂災害発生の危険度について、それまでに降った雨量と、今後に予想される雨量を考慮し、
４段階に色分けして表示。
・地図をアップすれば、詳細な範囲（1km×1km）で危険度が表示され、施設付近の状況を確認
することができます。

注意 警戒 非常に危険 極めて危険

土砂災害に注意 土砂災害に警戒
2時間以内に
土砂災害発生
のおそれあり

現在、
土砂災害発生
のおそれあり
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（４）プッシュ式情報（登録した情報を受動的に受け取る）

３．水害・土砂災害に関する情報の入手方法

登 録 方 法

※「詳細登録」では、配信される情報の種類も細かく設定できます。

以下のURLにアクセスし
手続き画面にお進みくだ
さいますようお願いいたし
ます。

【メール配信手続きＵＲＬ】
http://i-ame.ame.pref.fu
kui.lg.jp/fukuimelmaga/ame
mails/distribute/

登
録
完
了

i-ameメール で検索

①『i-ameメール登録』

をクリック
②『簡単登録』または、

『詳細登録』をクリック

して、空メールを送信

③ 登録用メールが

返信されてきます

④ 登録用メールに

書かれたURLを

クリック

⑤ 受信したい「市町」を選択

※『詳細登録』では、配信される

情報の種類も細かく設定できます

⑥ 登録をクリック
して登録完了

http://i-ame.ame.pref.fukui.lg.jp/

雨 量

洪水予報

土砂災害警戒情報

気象警報等

水 位 観測された水位が基準に達したとき、メールが配信されます。

観測された雨量が警戒値に達したとき、メールが配信されます。

土砂災害の恐れが高まり、県と福井地方気象台が共同で土砂災害警戒情報を発表したとき、
メールが配信されます。

福井地方気象台が気象注意報、警報、特別警報を発表したとき、メールが配信されます。

県管理の５河川（足羽川、笙の川、日野川中流、竹田川、南川）について洪水の恐れが高まり、
県と福井地方気象台が共同で洪水予想を発表した時、メールが配信されます。

配信される情報 ※ 情報の種類・対象市町は登録時に選択できます。

携帯・スマホに 河川や土砂災害の危険情報を リアルタイムでお知らせ

http://i-ame.ame.pref.fu
http://i-ame.ame.pref.fukui.lg.jp/
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洪水浸水想定区域図について

国土交通省 近畿地方整備局

福井河川国道事務所



洪水浸水想定区域図とは、想定し得る最大規模、計画規模の降雨に

より河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域、水深等の情報（

令和元年6月公表）。

洪水ハザードマップとは、洪水浸水想定区域図に洪水予報等の伝達

方法、避難場所その他洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図る

ために必要な事項等を記載した図面等の資料。

福井市では、現在、洪水ハザードマップの改定作業を進めています。

避難確保計画を作成する際には、洪水浸水想定区域図を確認してく

ださい。

１．洪水浸水想定区域図とは

33
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２．洪水浸水想定区域図について（福井市）

位 置 図

河川名 管轄

一級河川 九頭竜川 国管理

一級河川 日野川 国・県管理

一級河川 足羽川 県管理

※浸水深を確認するには、上記河川と合わせて、施設近隣河川の浸
水想定区域図、水害リスク図も確認してください。
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九頭竜川

３．洪水浸水想定区域図について（福井市）

浸水区域、浸水深が分かることにより、避難場所、避難路の検討に利用できます。

想定最大規模
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４．洪水浸水想定区域図について（福井市）

福井県 浸水想定区域インターネットから 『福井県 浸水想定区域』で検索

・検索方法



（１）計画規模、想定最大規模の違い

５．計画規模と想定最大規模について

37

項目 計画規模の降雨 想定最大規模の降雨

想定概要
河川整備の目標としている
降雨

想定しうる最大規模の降雨

降雨確率
九頭竜川 １５０年に一度の雨
日野川 １５０年に一度の雨
足羽川 １５０年に一度の雨

１０００年を超える期間に一度の雨

降雨量
九頭竜川 ４１４ｍｍ／２日
日野川 ２９９ｍｍ／２日
足羽川 ３７６ｍｍ／２日

九頭竜川 ６４１ｍｍ／２日
日野川 ６９７ｍｍ／２日
足羽川 ７７４ｍｍ／２日

参考：福井県最高２８３ｍｍ／日(平成１６年７月１８日 美山)



（２）計画規模、想定最大規模による洪水浸水想定区域

38

想定最大規模では、計画規模よりも浸水区域が広がったり、浸水深が深くなったりします。

計画規模では安全であっても、想定最大規模では危険である可能性があります。

計画規模 想定最大規模

６．計画規模と想定最大規模について
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７．避難確保計画での想定最大規模の活用方法について

・避難確保計画は計画規模の浸水想定区域で、避難場所、避難路を検

討してください。

・避難確保計画は、避難場所に滞在している間も雨が降り続いた場合、

想定最大規模降雨量に達することも考えられることから、想定最大規

模の洪水浸水想定区域図から、避難場所の状況を確認し、命を守るた

めの避難行動も検討してください。



（１）浸水継続時間

 浸水深が50cmに達してから、その水深を下回るまでにかかる時間を示しており、
洪水による浸水状態が続くことで「避難場所に留まる時間」が分かることから、
避難生活において必要な物資・資機材の検討に利用できます。

40
最長で1週間～３週間未満

８．その他参考資料



（２）家屋倒壊等氾濫想定区域

 河川の氾濫時に家屋が倒壊、流失する等の危険性が高い範囲を示したもので、早
期避難の必要性の判断に利用できます。

41

８．その他参考資料

九頭竜川



浸水のあった範囲を水色で着色
（注： 「浸水実績データ」は、「水害統計書」の水害区域図などを基礎資料として

編纂していますが、実際の浸水実績と異なることがあります。 ）

「浸水写真」がある場合には、

災害名、撮影場所を表示

いつの浸水実績かを表示

【 浸水実績図 】

砂防防災課のホームページ https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sabo/index.html

「福井県水害ハザード情報」をクリック

過去の災害で浸水のあった範囲は、県ＨＰにある「水害ハザード情報」で確認することができます。

42

（３）過去の浸水実績

避難場所、避難路の検討に利用できます。

８．その他参考資料

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sabo/index.html


洪水ハザードマップは、国と県が管理河川ごとに作成した洪水浸水想定区
域図をもとに、市町地域防災計画において定められた必要事項等を記載した
ものです。避難場所、避難路の検討に利用できます。（現在改訂中）

避難場所の表示

浸水深の表示

洪水ハザードマップ• 市役所、町役場のホームページから 『洪水ハザードマップ』で検索

※計画規模降雨

43

（４）洪水ハザードマップ

８．その他参考資料



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

水害リスクに関する最近の動向について土砂災害警戒区域について

福井県 土木部 砂防防災課

44



谷や山の斜面から崩れた
土や石などが、水と共に一
気に流れ出てくる現象。

豪雨や地震などにより地
盤が緩み、斜面が崩れ落
ちる現象。

地中の滑りやすい層が、
地下水の影響などを受
けて移動する現象。

土石流 がけ崩れ 地すべり

土砂災害とは

45



・毎年全国各地で発生している

・突発的に発生し、いつ、どこで起きるか、予測が難しい

・河川のように目に見えて危険が迫っているか分からない

・土砂が動き出してから逃げるのでは遅い

・人的被害につながりやすく、屋内での被災が多い

⇒ 身を守るには「事前に避難」

土砂災害の特徴

①危険な場所を知る
②避難のタイミング（気象情報・避難情報）
③避難場所・経路

土砂災害の避難は難しい

ポイント
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土砂災害がおそれがある場所を、土砂災害警戒区域＝

と土砂災害特別警戒区域＝ に分けて指定しています

どせきりゅう

土石流
くず

がけ崩れ
じ

地すべり

どしゃさいがい ばしょ

土砂災害のおそれがある場所
いえ こわ おお ひがい ばしょ

家が壊されたり、大きな被害のおそれがある場所

イエロー

レッド

土砂災害のおそれのある場所

47



「同意してシステムを利用する」をクリック

土砂災害警戒区域等管理システム

詳細に区域範囲を確認

土砂災害（特別）警戒区域の調べ方

「土砂災害防止法」の主題を選択 市町と地区名を選択

地図上で区域をクリックした後、左側に表示される
「詳細を表示」をクリック。

②

⑤

詳細情報が表示されるので、一番下にあるPDF
ファイルをクリック

⑥

土砂災害の種類を確認

土砂災害の種類と土砂災害(特別)警戒区域の
範囲を確認

①「福井県 土砂災害警戒区域」で検索する。

福井県 土砂災害警戒区域
③ ④

⑦

48



土砂災害ハザードマップの確認

土砂災害ハザードマップ ・・・土砂災害（特別）警戒区域、避難場所等が記載されている

49



石が流れる音がしたり
火花が見えたりする

沢の水が濁り流木が混じる 山鳴りや地鳴りがしたり
異常なにおいがする

雨は降り続いているのに
沢の水が減る

がけから急に水が湧き出る
水の量が急に増えたり濁る

がけに亀裂ができたり
がけが膨らむ

がけの上の木が揺れたり
地鳴りがする

がけから小石がパラパラ
落ちてくる

湧水が増える
木が裂ける音や根が切れる音
山鳴りや地鳴りがする

池の水が濁ったり
急に増えたり減ったりする

地面にひび割れや
段差ができる

土石流

がけ崩れ

地すべり

土砂災害の前触れ

50



防災情報と避難のタイミング（土砂災害）

時間 避難情報

避難準備・
高齢者等避難開始

避 難 勧 告

避難指示(緊急)

避難を始めてください

土砂災害警戒情報
・気象警報 等

大雨警報
（土砂災害）

大雨注意報

土砂災害
警戒情報

避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）
〇高齢者の方や体の不自由な方など、避難に時間を要する方は避難開始。
鯖江市が今後の降雨予想等を考慮し発表。防災行政無線等のほか、施設へ個別連絡を行う。

土砂災害警戒情報
〇大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、２時間先までの降雨を考慮し、土砂災害発生の危険度
がさらに高まったとき、県と気象台が合同で発表。避難勧告（警戒レベル４）の目安となる。

土砂災害警戒情報の
テレビでの表示例

【 気象警報等と避難勧告に関する情報 】

大雨特別警報
（土砂災害）

警戒
レベル

５

４

３

２ 要配慮者の方は
避難開始の目安

避難に時間がかかる方は
避難を始めましょう

避難が済んでいない人
は直ちに避難を

災害発生情報 命を守る行動を

51



避難は数分から数時間後に起こるかもしれない自然災害から命を守るための行動。
避難行動は「立ち退き避難（水平避難）」と「屋内安全確保（垂直避難、待避）」がある。
あらかじめ、避難すべきエリア、避難行動をとるべきタイミング、とるべき避難行動を災害ごとに明確に
しておくことが重要。

○指定避難所 （立ち退き避難）
災害の危険に伴い避難をしてきた
人々が一定期間滞在する施設
※市町が指定

○近隣の安全な場所 （立ち退き避難）
土砂災害にように極めて突発性の高い災害の
際には民間のマンション等へ緊急に避難する
ことも検討する

○屋内安全確保（垂直避難）
あらかじめ２階など上階へ待避すれば
命が助かる場合や、屋外への移動によ
りかえって命に危険が及ぶ場合は屋内
安全確保をする。

避難行動（安全確保行動）の考え方

52



災害の切迫性に応じた避難

○「指定避難所」（市町が指定）
・災害の危険から命を守るために避難をする場所
・土砂災害、洪水等のハザード別に異なることに注意
・最寄りの避難所はハザードマップ等で確認
・避難ルートを事前に確認

○「屋内安全確保」
・建物内の土砂災害警戒区域から外れた場所に移動
・かつ上層階で山からできるだけ離れた場所に移動

立退き避難を行う場合は、ここへの早めの避難を基本とする

大雨等により指定避難所までの移動ができない状況では･･･

○「近隣の安全な場所」

・避難所に限らず、「近隣の安全な建物」（民間施設も含む）に
緊急的に待避することもあり得る
・そのため平時から適切な待避場所を確認しておくことが必要

外出すら危険な状況では･･･

近隣の鉄筋コンクリート造の建物

53



施設周辺の状況確認

避難訓練実施状況（医療施設） 避難訓練実施状況（幼稚園）

避難訓練の実施と防災教育について

○ 避難確保計画の実行性を高めるため、年１回以上、避難訓練
と防災教育を行ってください

防災教育の実施 54



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

避難確保計画の作成方法について

55

福井市
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☛水害の事例として、「岩手県久慈市」が
参考となります。

要配慮者利用施設における避難
に関する計画作成の事例集

（水害・土砂災害）

☛計画作成に必要な事項を記載した解説書で
す。 本書を参照しながら様式を作成します。

要配慮者利用施設における避難確
保計画作成の手引き別冊

（作成支援編・様式編）

作成のポイント！ 各様式の作成方法は、手引き別冊や事例集が参考となります

56

１．避難確保計画の様式

資料１



１．避難確保計画の様式【表紙】

57

１．対象災害選択
シートをクリック

対象となる災害
を選択

作業シートに反映



１．非常災害対策計画を参考とした避難確保計画の作成について

58
・非常災害対策計画の矢印部分を利用して、避難確保計画を作成してください。



２．避難確保計画の様式

計画作成後、福井市に提出頂きたい様式

【様式１～６】

※様式６は自衛水防組織を設置した場合に提出

個人情報等が含まれるため、福井市に提
出する必要がない様式 【様式７～12】

※別添，別表１，別表２は、様式６で自衛水防組
織を設置した場合に作成

避難確保計画は、全ての項
目（様式）を検討・作成するこ
とを基本と考えて下さい。
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２．避難確保計画の様式

60

福井県 避難確保計画様式インターネットから 『福井県 避難確保計画様式』で検索

※画面右に記載例がありますので、画面左にコピーして修
正や追加がある部分のみ記載して印刷してください。

コピー



３．【様式１】計画の目的、計画の報告、計画の適用範囲

（↑様式に記載はないので任意記入）

事例集p13 事例集p14

①計画の目的を記載

第3節 計画の適用範囲
この計画は、本施設に勤務又は使用する全ての者に適用するものとする。

（↑様式に記載はないので任意記入）

③計画の適用範囲を記載

④施設の人数を記載
※状況が大幅に変更となった場合は、修正したものを再提出する。

②計画を作成したことを
福井市へ報告する文面を記載
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４．【別紙１】避難経路図 ☛手引き（別冊）P①～P④参照

事例集p15

■施設利用者の命を守るための安全な避難場所、避難経路を決定します。

➀ 洪水浸水想定区域図から浸水区域の情報を入
手（印刷または画像コピー等）する。

② ①のマップ上で自施設を探す（●をつける）。

③ 施設周辺の水深を確認する。

④ 安全な避難場所を探す。

⑤ 避難場所までの避難経路に色を塗る。

⑥ 建物階数と浸水深を記載（追加）する。

作成のポイント！

②マップ上の施設をさがす

⑤避難場所までの
避難経路に色を塗る

④安全な避難場所
をさがす

③施設周辺の
水深を確認する

作成の手順

■施設周辺の浸水危険性を確認する。

■安全な避難場所を選定する。

施設名 ：
建物階数 ： 階
浸水深 ： m

⑥建物階数と浸水深を
記載する。

➀

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
か
ら
浸
水
区
域
の
情
報
を
入
手
す
る
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■現在、「福井市洪水ハザードマップ」を改定しています。

現行のハザードマップと合わせて、九頭竜川等の洪水浸水想定区域図を確認して作成してくだ
さい。

63

４．【別紙１】避難経路図 ☛手引き（別冊）P①～P④参照

現行ハザードマップ 洪水浸水想定区域図（九頭竜川）



■避難先は浸水や土砂災害リスクがないところへの【立ち退き避難を基本】としましょう。

■立退き避難を検討した上で、避難する方が利用者等の命に却って危険を及ぼしかねないと判断する場合
は、屋内安全確保（上層階への避難）等、命が助かる可能性の高い避難行動を検討して下さい。

重ねるハザードマップ ○○ 浸水想定

避難行動について

立退き避難：その場を立ち退いて、「指定緊急避難場所」や「近隣の安全な場所」へ移動する水平避難。

屋内安全確保：垂直避難（屋内の2階以上の安全を確保できる高さに移動）などで屋内に留まっての安全確保。

自施設や避難先候補、避難経路等の安全性を確認しながら考えましょう

浸水範囲と浸水深 継続時間 家屋倒壊等

避難先検討時のポイント

64

留意事項 ■浸水が継続すること等により、避難生活が長期化する可能性も念頭に考えましょう。
（屋内安全確保時に、期待どおりに支援物資等が届かない可能性もあります。）

■施設利用者の避難生活の環境確保の観点から、類似施設となる提携先の施設や知
り合いの施設などは有力な候補となります。

４．【別紙１】避難経路図 ☛手引き（別冊）P①～P④参照
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５．【様式２】防災体制 ☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

作成のポイント！

■避難行動（避難先までの移動と避難の
ための準備）に「どの程度の時間が必
要か」を考える。

■施設の状況（浸水特性、職員の体制、利用者数
や利用者の体調等）によって、必要な時間
や対応が異なる（全ての施設に共通する解
がない）ことに留意する。

①防災行動の３段階(体制）ごとの活動内容
（何をするか）を決める。

②活動を誰が行うか（対応要員）を決める。

③3段階の活動の判断時期（いつ行動する
か）を決める。

作成の手順

①
何
を
す
る
か

②
誰
が
対
応
す
る
か

③
い
つ
行
動
す
る
か



□台風等の発生後、避難先への移動が完了するまでの間に、大きく３つの段階があります。

□また、避難準備や移動には、それぞれ一定の時間が必要であることに留意が必要です。

心のスイッチ
を入れる段階

避難開始に向けた
準備を進める段階

避難開始
の段階

66

５．【様式２】防災体制 ☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

以下のいずれかに該当する場合

 ○○

 ○○

体制確立の判断時期

以下のいずれかに該当する場合

 ○○

 ○○

以下のいずれかに該当する場合

 ○○

 ○○

・・・・・・

対応要員活動内容体 制

・・・・・・

・・・・・・

注
意
体
制
確
立

警
戒
体
制
確
立

非
常
体
制
確
立

心のスイッチを
入れる段階

避難開始に向けた
準備を進める段階

避難行動の段階

いつ行動するか 何を・誰が行うか

５．【様式２】防災体制 ☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照
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５．防災体制ー避難情報の種類



５．【様式２】防災体制 ☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

現在、福井市内の水位観測所における避難判断水位が設定されており、基準水位に達したら、福井市より
対象地域に避難準備情報を発令します。
福井市における避難判断基準水位は、以下のとおりです。「様式２」の参考として下さい。

種別 住民に求める行動 避難判断基準水位

避難準備・高
齢者等避難開
始

避難行動要支援者等、特に避
難行動に時間を要する者は、
計画された避難場所への避難
行動を開始。

九頭竜川・日野川（国）避難判断水位
足羽川他（県） 氾濫注意水位

避難勧告

通常の避難行動ができる者は、
計画された避難場所等への避
難行動を開始しなければなら
ない段階。

九頭竜川・日野川（国）氾濫危険水位
足羽川他（県） 避難判断水位

避難指示
（緊急）

未だ避難していない対象住民
は、直ちに避難行動を直ちに
完了。その暇がない場合は生
命を守る最低限の行動をとる。

九頭竜川・日野川（国）氾濫危険水位
足羽川他（県） 氾濫危険水位
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「避難準備・高齢者等避難開始」が出たら避難開始するということではないことに留意して下さい。
施設の状況を踏まえて、必要なタイミングの情報をトリガーとして検討して下さい。



５．情報収集・伝達
（1）情報収集
■収集する主な情報及び収集方法は、以下のとおりとする。

６．【様式３】情報収集・伝達

○防災情報の収集先を決定する。

作成の手順

☛手引き（別冊）P⑤参照

作成のポイント！

■災害時にも着実・円滑に情報収集が
できるように工夫する。

■誰が収集するかも同時に検討する。

【留意事項】 情報収集について

• 「福井県ホームページ」から「川の防災情報」の情報

について、普段からパソコンやスマートフォン等の画

面上で、いつでも、誰でもアクセスできるようにして

おきましょう。

• 地上デジタル放送の「ｄボタン」から、「防災・生活情

報」を選択し、気象情報等を確認できます。

収集する情報 収集方法

気象情報 テレビ（地上デジタル放送の「ｄボタン」を活用）
ラジオ
インターネット
・気象庁ＨＰ・地方気象台ＨＰ

洪水予報・河川水位 インターネット
・福井県河川・砂防情報システムの情報
市内河川の水位到達情報発表状況、水位観測
所の水位等を確認

避難情報
•避難準備・高齢者等
避難開始
•避難勧告
•避難指示（緊急）

避難所の開設状況

音声告知放送
防災行政無線
○○市CATV文字放送
緊急速報メール（NTTドコモ、au、Soft Bank）
テレビ（地上デジタル放送の「ｄボタン」を活用）
ラジオ
インターネット
○○市ホームページ
Facebook
広報車

➀防災情報の収集方法を決定する

事例集p17

■様式２で決定した防災体制確立の判断を行うために、収集する情報内容、収集方法、施設内
の情報伝達経路を決定する。
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検討時のポイント！

■ 「何の情報を」 「誰から誰に」、「どのよう
な方法で」伝達するのかを決める。

情報伝達系統の例と大切な心構え

総括・情報班
（管理者）

施設長

避難誘導班

関係施設 等

電話、メール、
口頭（施設内）

・気象情報
・河川水位情報
・土砂災害警戒情報
・避難勧告等の情報
・避難所の開設状況 等

【心構え】情報が来るのを待つのではなく自ら
収集することを心がけましょう

町からの連絡、防災行政無線、音声
告知放送、緊急速報メール等の

プッシュ通知型の防災情報
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誰から誰に

何の情報を どのような

方法で

６．【様式３】情報収集・伝達 ☛手引き（別冊）P⑤参照

○防災情報の伝達方法を決定する。
○様式9（緊急連絡網）や様式10（外部機関等への緊急
連絡先一覧表）を作成したうえで情報伝達経路
を作成する。

作成の手順

【留意事項】 情報伝達後の対応
• 情報伝達後の対応として、施設利用者の帰宅や医療施設で
の外来診療中止などの判断がある場合、関係者（家族への
連絡や他病院での受診等）との調整を予め行っておくことが
望ましいです。



６．【様式３】情報収集・伝達

記載内容 チェック欄

①だれが 情報伝達班

（○○さんと○○さんなど）

様式12（様式編：P12）の
情報伝達要員に記載して
あるか？

②どうやって
（収集方法）

ＦＡＸやメールなど

パソコン（インターネット）

様式３の（1）（様式編：P4）
収集する情報及び収集方
法に記載してあるか？

③何を収集する
（防災情報）

【避難判断の根拠】
気象情報
洪水予報、河川水位
避難準備・高齢者等避難開始など

④誰に 施設の管理者、統括管理者など 様式12（様式編：P12）の
管理権限者、代行者が記
載されているか？

⑤どうやって
伝達するか
（伝達方法）

館内放送や掲示板など 様式３の（２）（様式編：P4）
情報伝達に記載されている
か？

【情報収集・伝達の５本柱】

☛手引き（別冊）P⑤参照

72



事例集p18

①避難先、避難経路の安全性を再確認する。
②避難先までの移動距離と移動手段は避難経路
図をもとに設定する。

③様式11（対応別避難誘導方法一覧表）を作成したうえ
で、避難時の体制から必要時間を設定する。

作成の手順

➀避難先、避難経路は
避難経路図を反映

②避難先までの移動距
離と移動手段は避難経
路図をもとに設定

作成のポイント！

■避難先までの移動距離と移動手段を踏まえ、避
難移動に必要な時間を整理する。

【留意事項】移動手段を担保する体制・環境

• 記載した移動手段が、災害時に着実に確保できるか、また運転する
人間がいるか、などの観点から確認することが重要です。

• 夜間や降雨の中での対応や、停電に伴うエレベーターの停止など、
水害時に想定される周辺環境をイメージしてみることは、よい訓練に
なります。

• 避難誘導にあたり、独歩、護送（車いす）、担送（寝たきり）など、利
用者の移動能力に応じた資機材の要否の検討は、備蓄物の対応に
も関連します。

７．【様式４】 避難誘導 ☛手引き（別冊）P⑦・P⑧参照

■設定した安全な避難先の情報を整理する。
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①情報収集・伝達段階や避難誘導段階に必要な
物資・資機材（案内旗、拡声器など）を整理する。

②避難生活において必要な物資・資機材（水、食料、
薬など）を整理する。

③水害時に利用できる状態にあるか確認する。

作成の手順

作成のポイント！

■避難準備段階・避難誘導段階に加え、避難後の
生活に必要な物資・資機材を整理する。

【留意事項】 医療施設における整備について

• 避難生活に必要な物資等の他、カルテのバックアップや医薬品等、

医療再開に向けて必要な措置について留意が必要です。

• 医療行為に必要な電力供給の確保についても留意が必要です。

８．【様式５】避難の確保を図るための施設の整備

事例集p19 必要な物資・資器材を記載する。

☛手引き（別冊）P⑨参照

■情報収集・伝達時、避難誘導時、避難所等への避難後において、事前に準備しておく資器材
等を決定する。
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①別添、別表1,2を活用し、組織を設置する

①別添、別表1,2を活用し、組織設置を記述。

②研修及び訓練計画を記述。

③設置を福井市へ報告する旨を記述。

作成の手順

②研修・訓練計画は【様式５】
に基づいて記述する③自衛水防組織を設置

したことを福井市に報
告する

＜留意事項：自衛水防組織の設置について＞

• 施設利用者の安全確保のための体制のことであり、避難
確保計画の検討内容に基づく防災体制に他なりません。

• 自衛水防組織の設置は努力義務ですが、設置することが
望ましいと考えられます。設置した場合、福井市への報告
が必要です。

• 既に自衛消防組織を設置している場合は、それらの情報
も活用してください。
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９．【様式６】自衛水防組織の業務に関する事項 ☛手引き（別冊）P⑧参照

作成のポイント！

■設置は努力義務ですが、水害時に避難対
応を行う体制のことに他なりません。

■設置を検討して下さい。



【別添】 自衛水防組織活動要領

➀施設名を変更する

②班構成を修正する

作成の手順

①施設名に変更する

②班構成を修正する

事例集P.12

☛ [洪水]様式6，別添・別表１・２
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【別表１・別表２】 自衛水防組織の業務

【別表１】 様式12を活用する

【別表２】 様式５を活用する

作成の手順

【様式12 防災体制一覧表】を活用する

【様式５ 避難の確保を図るための施設の整備】を活用する

☛ [洪水]様式6，別添・別表１・２
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４ 10

５ 10

５ 20

５ 30

５ 30

６ 15

６ 30

【防災教育及び避難訓練の年間計画作成例】

①訓練内容と実施日程を記入する。

②日程を設定後、様式5の下段「8.防災教育及び訓練
の実施」に反映する。

作成の手順
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９．【様式７】防災教育及び訓練の年間計画作成 ☛手引き（別冊）Ｐ⑩参照

作成のポイント！

○従業員及び施設利用者への防災教育の日
程を決める。

○出水期前の防災訓練の実施日を決める。
○訓練を踏まえ、計画の更新時期を決める。



防災教育や避難訓練の実施事例の紹介

 ひかり苑（永平寺）による水害避難訓練（2019.6.2）  保育園による風水害避難訓練

避難訓練の様子
出典：郡山市認可保育園 笑風にこにこ保育園ＨＰ

（2016.7.27）

イラストによる
避難の説明

遊戯室へ避難

土のうの積み方
の訓練
（シート張り工法）

垂直避難を想定
した利用者の避
難誘導訓練
(垂直避難）
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【参考】防災教育及び訓練の年間計画作成例 ☛手引き（別冊）P⑩参照



【参考】防災教育及び訓練の年間計画作成例

車いす、リヤカー運行訓練の様子
出典：座間市HP
「市内初となる風水害対応の避難行動訓練を実施しました」

防災教育や避難訓練の実施事例の紹介

 座間市では、平成27年10月４日（日）に市内初となる風
水害対応の避難行動訓練を実施しています。

 座間市では、地震や火災を想定した防災訓練等を実施し
ていますが、そのほかの災害を想定した訓練、特に避難
行動の訓練は行われていませんでした。

 そこで、目久尻川沿いに位置する「つつじ野住宅自治会」
と連携し、実際に河川の災害を想定した避難行動訓練を
行いながら、避難行動の検証を行いました。

風水害防災講座の様子
（参加者へ配布した講座資料と風水害ハンドブック）

出典：座間市HP
「市内初となる風水害対応の避難行動訓練を実施しました」

【訓練内容】

•つつじ野住宅集会場から立野台コミニティセ
ンターへの避難行動

•避難経路の確認
•要支援者の対応方法
•移動経路上の不具合確認
•雨天時の避難経路の状況をイメージ

☛手引き（別冊）P⑩参照
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１０．【様式８】施設利用者緊急連絡先一覧表

➀施設利用者の氏名、年齢、住所を記入する。

②施設利用者の緊急連絡先となる情報（氏名、

続柄、電話番号、住所）を記入する。

作成の手順

☛手引き（別冊）P⑥参照

■施設利用者の保護者や家族への緊急時の連絡先や緊急搬送先を決定する。

※様式8～様式12は、消防法に基づく消防計画等
の地震及び火災に関する既往の計画内容を活
用することができます。（次ページ以降共通）
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＜留意事項＞

• 施設利用者の連絡先等の情報は、定期的に確認・更新

することが必要です。

• 施設利用者の保護者や家族への緊急時の連絡先や緊急搬送

先を整理しておくことが有効です。



①施設の職員の連絡網

②施設利用者の保護者等の連絡体制
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１１．【様式９】緊急連絡先 ☛手引き（別冊）P⑥参照

①施設管理者から従業員を含めた施設関係
者の緊急連絡網を作成する。

②施設利用者の保護者や家族への緊急連絡
体制を整理する。

作成のポイント！

作成の手順

■連絡網が途切れた場合にも確実に
連絡できる工夫を検討する。（例：連絡
がつかない場合は、次の人に連絡し、後から
確認する対応とする 等）

■連絡先は定期的に更新する。



□外部機関等への緊急連絡先は以下を参考にして下さい。

連絡先 連絡先

福井市役所
代表：20-5111
（危機管理課：20-5234）

福井消防署
119
（代表：）

福井警察署
110
（代表：）

北陸電力㈱ 0120-77-6453

ＮＴＴ西日本 113

支援者

医療機関
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１２．【様式10】外部機関等への緊急連絡先 ☛手引き（別冊）P⑥参照



作成のポイント！

■要配慮者の特性を踏まえた移動
手段を整理する。

■誰が対応するかを決定する。

■移動に必要な時間を考える。

施設利用者 避難誘導要員

対
応
内
容

避難場所へ移動
□単独歩行が可能な方
□介助が必要な方
□車いすを使用する方
□ｽﾄﾚｯﾁｬｰや担架が必要な方
□そのほか（ ）

（ ）名
（ ）名
（ ）名
（ ）名
（ ）名

担 当 者
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

そのほかの対応
□ご自宅に帰宅する方
□病院に搬送する方
□そのほか（ ）

（ ）名
（ ）名
（ ）名

（ ）
（ ）
（ ）

＜留意事項：移動手段等について＞

• 移送時に搬送車の手配が必要な場合、夜間
や大雨等の状況も念頭に、必要台数が手配
できるか事前確認が必要です。

• 十分な人員がいるかにも留意が必要です。

• 避難誘導にあたっては、独歩、護送（車いす）
、担送（寝たきり）など、利用者の移動能力に
応じて、搬送具や患者用ライフジャケット等の
資器材の活用を含めた検討が必要です。

• 浸水によりエレベーターが停止すると自力移
動困難者の移動に時間がより必要となること
を念頭に、早めの避難準備開始が有効です。
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1３．【様式11】対応別避難誘導方法一覧表 ☛手引き（別冊）P⑦参照

■施設利用者の避難先、移動手段、担当者等を整理し、避難時の対応内容を決定する。
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1４．【様式12】防災体制一覧表 ☛手引き（別冊）P⑧参照

作成のポイント！

作成の手順

■責任者や担当者が不在の時にも施設と

しての対応が進められる組織とする。

①各要員の役割に適した担当者を決める。

②各要員の対応内容を決める。

■施設における役割（管理権限者、代行者、情報伝達班、避難誘導班）を決定する。

※役割分担は必ずしも固定する必要はありません
。人手が足りない場合などに備えて、一人何役
でもこなせるような体制とすることが有効です。



■まとめ 計画作成後の継続的な防災行動の重要性

＜留意点の振り返り＞

■災害は、想定どおりに発生するとは限りません。

■様々な被害状況をイメージすることが、いざという時の臨機
応変な対応能力に繋がります。

■避難確保計画で「いつ」「どこへ」「どうやって」避難する
かを考える過程で、施設のリスクを正しく理解し、必要な体
制と備えについて施設の職員の皆さんで共有して下さい。

■避難確保計画を作ったあとが大切です。避難訓練と確認、計
画の見直しを継続していくことが重要です。

本日の講習会の内容を踏まえ、計画の検討・作成を進めて下さい。
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施設利用者を「安全な場所」に、「早め」に避難させられる計画を

作成し、水害時の逃げ遅れによる被害を回避しましょう。


